



















は再び脚光を集め､現在では､地理学はもとより歴史学 ･民俗学 ･社会学､さらには建築学 ･土木工学 ･農






変化して行く0-万､後者は､都市 ･集落 ･耕地など人類活動が及んだ景観で､生業 ･生産などの経済活動





























市の南部にある相模大野駅周辺を､時系列的に記録 した景観写真 (写真 1-4)を例に､景観変化を見ること
としたい｡写真 1は､1959年に撮影されたもので､中央に見える電車の奥がホームであるが､駅の右側 (北
口)の数件の民家があるほかは､山林 ･畑地 ･原野が広がっているOこの 5年前に､相模原市は市制を施行


















写真3 1993年の相模大野駅周辺 (聾者撮影) 写真4 1998年の相模大野駅周辺 (聾者撮影)
(3)景観写実としての r溢浄写其｣
先に述べたように､韓国の ｢混濁写寅 Jの中で最も多いのは蔚山村の写真で､1931年 8月に達里集落 (現
在の蔚山広域市南区達洞)において撮影されたものである｡蔚山は､現在､釜山の北東約 50kmに位置する
100万都市である｡溢躍らは､当地で45日間にも及んで現地調査を行ったとされる｡当時の達里は全くの農




模原と似た部分が多いO市制を施行 したのは 1962年で､当時の人口は 8万人であったが､その後､1980年
に人口41万人､1990年に68万人と急増 し､2000年には 101万人に達 しているoこうした変貌を遂げたrlで､






























































































写真 1 1959年の相模大野駅周辺 (南大野小学校 『みなみおおの』1982年)
写真 2 1985年の相模大野駅周辺 (筆者撮影)
写寅3 1993年の相模大野駅周辺 (筆者撮影)
写真4 1998年の相模大野駅周辺 (筆者撮影)
写真 5 達里の広場から北東方向を臨む (日本常民文化研究所所蔵 :SA3885)
写真 6 達洞から北東方向を臨む (2005.8.17筆者撮影)
写寅7 鎮里の水田と集落 (日本常民文化研究所所蔵 :SA2024)
写真8 鎮里の水田と集落 (2004.9.11筆者撮影)
